
 

 

 

 

 

 

内 容 

 

  グローバル化を目指す社会変化の中で，企業が欧米の個人主義や成果主義の表層的形式のみを導入

したことによる職場の人間関係のひずみや，そこから生じているメンタル面での問題などについて，

社会心理学の比較文化研究の見地から捉えます。また，企業における若手社員の育成について，ひき

こもりやニートについての研究や大学生のジョブサポートを行ってきた経験も踏まえてお話しました。 

     

人事評価や若手社員に対する企業の考え方，人材育成などについて，参加者に日頃考えておられる

ことを自由にお話しいただき，講師と共に考えました。 

講 師 内田 由紀子 (京都大学こころの未来研究センター特定准教授) 

日 時  平成２４年１１月２７日（火）１４：３０～１６：３０ 

会 場  ウィングス京都 セミナー室（2階）（中京区東洞院通六角下る御射山町 262 番地） 

対象者  京都市内に事業所を持つ企業等の経営者層，総務・人事責任者，人権研修推進者等 

 

 

 

 

 

 

平成 24年度第 8回企業向け人権啓発講座（中小企業庁委託事業） 

日本社会における企業文化とメンタルヘルス 
～グローバル化時代の価値観の揺らぎ検証～ 

（京都市主催・京都大学こころの未来研究センター後援）

開催概要 

第２部

第１部 講 演 

講師とのディスカッション 


